


  



2008 年 3 ⽉ 

序  ⽂ 
私たちは、⼤地と空の間を循環している天⽔をスカイウォーターと呼びます。スカイウォーターは誰もが⼿に⼊れられる安全な飲み⽔の⽔源です。

⽇本の梅⾬の元となる雲が、モンスーンに乗ってバングラデシュやインドの⽅⾯からはるばるやって来るように、⽇本とバングラデシュは同じ空でつ
ながっています。世界的にみても、⽇本もバングラデシュもスカイウォーターにとても恵まれた地域です。私たちはこの豊かなスカイウォーターをも
っと⼤切にしたい、もっと有効に活⽤したいと考えています。 

今、バングラデシュでは、貴重な飲⽤⽔源である何⼗万本もの井⼾が⼈体に有害なヒ素で汚染され、⼤きな社会問題になっています。WHO が定め
たヒ素の飲料⽔基準を超えた地下⽔を飲んでいる推定⼈⼝が 4000 万⼈ともいわれており、その対策が急務となっています。私たちは、同じ空の下に
住むモンスーンアジア⼈として、天⽔を活かすことでバングラデシュの⼈々の⽣命を救いたいと考え、2000 年から現地に⼊りスカイウォータープロ
ジェクトに取り組んできました。私たちは、⽇本で培ってきた天⽔利⽤の技術を活かし、現地の素材を使った⽵製の集⽔キットやコンクリートリング
を積み重ねてできたリングタンクなど、ローコストな天⽔利⽤システムを開発してきました。またこれらの成果を現地の環境 NGO に移転するととも
に、彼らと協働してすでに数百基の天⽔利⽤システムを設置してきました。 

しかし、現地での天⽔利⽤の経験が浅く、試⾏錯誤してやってきたため、今から考えれば、設計・施⼯や維持管理の⾯で改善すべき点が少なくあり
ません。そこで、⾬⽔市⺠の会では、これまでの現地での実践を踏まえ、天⽔利⽤の設置と管理に関するマニュアルを作成することにしました。この
マニュアルの活⽤により、天⽔利⽤システムの設計・施⼯及び管理に関する⼀定の⽔準が確保され、安全でおいしいスカイウォーターが確実に住⺠の
皆さんに提供されることを願っています。バングラデシュの沿岸部では、ヒ素の汚染に加え、気候変動による海⾯⽔位上昇に伴う地下⽔の塩害が深刻
です。塩害対策としてもこのマニュアルが活⽤されれば幸いです。 

最後に、このマニュアルがバングラデシュのみならず、同様の問題を抱えるインドやネパールなどのアジア各地でも活⽤され、モンスーンアジアに
おける持続可能な社会の実現に少しでも貢献できればと考えています。 
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